
一般 1950円／オンライン配信 1000円／高校生以下 無料チケット :

読谷村文化センター
鳳ホール（大ホール）

本條秀慈郎
三味線コンサート

問い合わせ先 ： 一般社団法人 エル・システマ ジャパン  tel:  03-6811-7077    mail:  info@elsistemajapan.org

申し込み
フォームから

右のQRコード又は、以下リンクからお申し込みください。
オンライン（アーカイブ）配信チケットも購入も可能です。
https://teket.jp/469/29479

2
2024

25 14:00～16:00sun

・秋田にかた節によせて/作曲:本條秀太郎
・糸竹初心集「小倉踊り」
・糸竹大全「獅子踊り」
・Sawari /作曲:藤倉大 
・端唄「夜の雨」ほか
・neo /作曲:藤倉大 
・honj II/作曲:坂本龍一       　　ほか

主催 ： 一般社団法人エル・システマジャパン、一般社団法人CoAr(コア)   /   後援 ： 読谷村、読谷村教育委員会（申請中）   /   協賛 ： 株式会社ミオアンドカンパニー、株式会社うむさんラボ



本條秀太郎に師事。蜷川幸雄が演奏を高く評価。桐朋学園短期大学部卒。ACCフェロー受給
によりNYに留学。文化庁文化交流使。ロンドンウィグモアホールソロリサイタル。藤倉大作曲
「三味線協奏曲」を世界初演し現在国内外で再演を重ねる。坂本龍一と三度共演。芸術選奨
文部科学大臣新人賞。文化庁芸術祭新人賞、出光音楽賞、京都青山音楽賞青山賞等受賞。
22年一柳慧作曲「ヴァイオリンと三味線の二重協奏曲」世界初演し公演は第77回文化庁芸術
祭大賞を作品は尾高賞を受賞。ジョン・ケージらが務めたアメリカU.C DAVISのアーティスト・イ
ン・レジデンスに選出

本條 秀慈郎 Hidejiro Honjoh (三味線演奏家）

エル・システマ ジャパン とは
エル・システマは、1975年、貧困や治安の悪化という問題を抱えていた南米ベネズエラで、子どもたち
を守るために始まった音楽教育プログラム。現在では、70以上の国・地域でエル・システマの理念に
基づいた音楽教育が実施されています。日本では、東日本大震災で被災した子どもたちが音楽での
経験を通して、自信や尊厳を回復し自分の人生を切り開いていく力を育むことを当初の目的に、2012年
よりエル・システマジャパンとして福島県相馬市で開始。2014年から岩手県大槌町、2017年より長野県
駒ヶ根市、東京都、10周年を迎えた2022年からは大阪府豊中市、京都府舞鶴市と活動が拡大して
います。また、2023年4月からは児童養護施設でのバイオリン教室の実施を音楽支援ボランティア
団体「弦楽りぼん」と共に行っています。家庭の事情にかかわりなく、どんな子どもも音楽に触れられる
こと、皆で奏でるオーケストラやコーラスの形で学んでいくことを大切にし、自己表現の場として、大事
な居場所の一つとして、そして音楽が人と人をつなぐことを目指しており、ビジョンとして「誰もが自由で
創造性を発揮できる共生社会」を掲げています。2022年国際交流基金地球市民賞受賞。

エル・システマ ジャパン
の詳しい活動については、
右のQRコードから

諸説ありますが、三味線は1558年に琉球から堺港に伝来したとよく言われております。そのルーツ
もまた諸説ありますが遥か”彼方”、紀元前に遡りエジプトのネフェルやペルシャのセタール、
中国には三弦があり、沖縄の三線のもとと言われています。このように三味線も大陸を超えて大い
なる”旅路”を経て、いま人々が熱狂するような楽器となりました。今回は沖縄での記念すべき
三味線の演奏会を開催します。特に、読谷村は三線の神様と言われる赤犬子の終焉の地とし
て言われており、子どもたちが赤犬子子どもクラブで三線、琴、太鼓に励むなど、県内において
も特に三線が盛んな風土です。三線から本土に渡り造られた三味線が里帰りをするといった
コンセプトで、三味線が彼方から渡ってきた路を遡り、辿ってゆく道のりをプログラムにしました。
東北から江戸、琉球からガムランへと旅する独奏曲や、三味線伝来時 の作品、江戸で最も流行
し当時最先端であった古典音楽である端唄、現代の最先端である現代曲が演奏されます。
また今回は、前日に村内の子どもたちとの作曲教室が開催されるにあたり、連携プログラムとして
クリエイティヴな観点にも焦点をあて、子どもたちの作品も何曲か演奏する予定です。さらに、
秀慈郎が事前に三線を練習し、自身が作曲した簡単な三線と三味線の作品も披露いたします。

ＣｏＡｒ（コア） とは
子どもたちの活動、芸術文化活動に関する企画・運営、団体支援を行う組織。2022年より「だれもが
豊かな感性をもちつづける世界」を目指し、読谷村を中心に沖縄県で活動をしています。オーケ
ストラ、劇場、子ども支援の財団などと活動をすると共に、2022年度にはエル・システマジャパンと
共催で第1回の作曲教室 in 読谷村を開催。今後は芸術療法などの手法もあわせ、音楽、舞踊、文芸
や造形などをあわせたワークショップを村内にて実施予定です。


